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　次に各成分 気体 の 数 密度 お よび混合気体の 温度の 分布を Fig．1
と 2 に 示 す．ど ち ら も mB ／mA ＝・　O．25，嬬 ノd晶＝0．5 の 場 合

で，Fig．1 は n 島／η 詰，＝o．1，
　 Fig．2 は r認4η 島＝10 の 結果で

あ る．図 には 直接 シ ミ ュ レ ー一
シ ョ ン （1）SMC ）法 に よ る結果 も

重 ね て 示 した が ，差 分に よ る結果 とよ く　
．
致 し て い る．

　最 後 に mBfmA − 0．25，鴫 ／魂 ＝ 0．5 − ・釦略 ＝
0．1、Kn ＝ 1 の 場合 （Fig ．L の Kn ＝ 1 に 対応 ）の ，速 度 分
布 関数 の 振舞 を Fig．3 に 示 す ．　 Fig．3 （a ）は Xl1D ＝o．095 で

の ，（b）は Xi ／D ；o、905 で の 振舞 を 示 し て い る．速度 分布 関

数は境界壁 etで は 分子 速度 ξ1 ＝0 で 不連 続 を持 っ が，そ の 影

響 で ξi ＝0 の まわ りで の 変化 が 激 し い ．こ こ で も DSMC 法に

よ る結 果 を重ね た が，B 気 体の 数密 度 が 小 さ い こ とに 対 応 して

DSMC 法 に お け る B 気 体 の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 粒 子 数 が少 な い

為，結果 の ば らっ きが 大 きい ．

　

3
　
5

　
Z

　

6
　
¢

t

　

うコ
ゐ

　
　糧

　

　　
　

　　ロ

　

　

5E

　

A
α

　゚

島
曲

　

U

ε

ー

　

凹

4
切

　

　

ダ

　
ロ

　

瀧
．

脚

　

h
　

ん

焔

蹴
開
A

濫

加

弓
K

＆

観

　

殴

　

冠

　

嬬

k
几

　

doo7
　

…

°
ゴ

　

01K

・

　

 

へ

飯

　

丁

　

隈

酬

ε

　

　

｝
　

@

　　
、　
° 　

　

　

　

　

ア

　

　

　

　

WW

α

鴛

Y

U

国

00

ω

ム
0

り

T

　

　

　

　

　

　

YTT

 

TT

頭

1

＆

敦

b12

　
　

　

　

34

　

　

　

5
　

　

6

@
　

P

[

　　

戸

aA

89

＆y

13@

　

19

@

　

氏

副

 

嫉
dd

@
亡

A

　

　

　 h　α
　　
ε

訟

溜

ｯ゜

 

獣

k
　
e2

鮒

町916　

1
　

（

（

う

さ

A15C5k

．

dudu
ト
値

　

　
5

鼠

chη

ラ

　

ロ

レ

じ

　

る

P
　

：

：

、laa1@

　 

　　
t

　（@
　　

SB

　

dD29n

　ロ

ヨ
ノ

30B7639
　

エ

　

1QMｭ
　wー 

 

LdnU
，

皿迅
E

啜

亂

　

　

セ

]

　む　　
ド

 
訴

肝

J
　

　

　

　

氏

 

γ

＆

K磁

　ユ　　

　

゜

 @e

gB

@

°06

　 AKP
： ［ ． 4 ］ ［ ． 21141 ． 210 ． 821 ， 5
@ 　　　1 　　　　0 　　　　　 　 　　0

5 　 　　　　　 　　 　 　　 　 　 　 　 　　　　　　　 1 　 　　　 　　 　 　　　　　　　　　　x ・1DFigure 　l 　l　P

m∈s
Ω

f　the 　mlmber 　densit ，ies 　 rt ， A　and 　 t’lu
　

und
重 ．hetumpera しur

@of 　Lhe 　total 　mlxturc
　T　fQr 　rnB ！rn ハ＝o．25、d＃ ，／d ； ｝，＝匚，5，and 　

乱1πゴリ　＝　1〕、1　　Here，一　 ξ し nd 　 − 一　一　lndicate　 t，he 　rピ su比 by 　しh ピ　fi
te − diff

enc

@

しho

Cmd
●　a

　 o　し
し

by
　

the 　 DSNICme 匕hod、 O ．821 ．51 〔 〕 0、5x ・1D1Fl 琶ure　2

．　 Pt ’ ofiles 　 of 　the 　nurn ヒ ，じ 1・ densitLes η．A　and几 li　巳
　t．h じ し empe ・・し・・ … f しh・し・t・l　 m1 ・tu ・ ・

。・

B 加

＝
．
，
鴫

注 ＝

B5

d

嬬
／嬬司。．
〔

S
…

th

c

叩

川

・

11

F・g・

℃
1

） 0

臥 張 ミo ユ

♂ 砂警虻丶 ，゚（
d
ミ
＼ 爲

02 　

」 　00 ，08 ξ

ノ0
0460 一 一 30 　　　　　3 　　　　　6 　　ξ1！（2κ1｝／ mA） 1〆u 昇瑠：．v甥 y攤窯 聖鷲n歌〆∴唱黒ln 黄瞥
Here ， ． ．． a． nd − ・−indlc ：atethe 　 result 　

　thcf

itu −diffe 匸 ℃ ： ユCc 　 rrLet ，hod、


